
Excel読み込み　操作方法

フォルダ内の参加者ファイル確認

注・・・・参加者の参加者は消さないで下さい

読み込み不可となります

①大会諸元確認　

②実施種目確認

注　実施種目の記号は３点合わせる事

読み込み不可となります



ああ　あああ(４) ああ　あああ(あいうジュニア)
(あいうジュニア) いい　いいい③(あいうジュニア)

グループあり グループなし

グループに学年を入れるとトーナメント表示が下記のようになります

申込書より必要データをコピペ

名前・ふりがな・学年(あまり必要ない)所属は入力

北國杯は４年生以下の部の学年は名前の後に付けてます



ドライブから大会フォルダを選択　→　大会を選択・読み込み

大会フォルダにデータが作成されたら読み込み完了

サポートシステム(ダウンロード)

Excel読み込みを開く



大会運営アサミを起動　→　参加者一覧を確認

各種目のデータが読み込みされていたら完了



対戦方式・組み合わせ

注　　アサミでは予選リーグ・トーナメント表のプログラム用シートの作成は出来ません

現在　持ち回りで使用されてるシートをお使い下さい、その他はアサミで出来ます。

組合せ　→　対戦方式設定



予選リーグ・決勝トーナメント　→　各種設定

例【リーグ戦】ブロック分割→各２回→１位選択

例【各ブロック対戦者数】Ａ→３　点→１５　

設定例　上記は組合せ参考　【点】１５３２１→１５点/３Ｇ/ＭＡＸ２１

種目　→　予選リーグ・決勝トーナメント



三位決定戦がある場合は決勝および三位決定戦に☑を入れる

〇内を設定　自動審判設定　☑を外す

各種目で設定



組合せ　→　☑上から　→　選手名選択のみ

組合せ完了後　→　決勝トーナメントも同様に入れて置く



　

組合せ修正　→　上図は初期設定

大会の山確認　→　例　ジュニア連盟　４人グループ各２回

コピー

ｋａｉファイル設定変更



対戦の変更は可能です、別の対戦がありましたらご連絡下さい

全ての種目が出来たら対戦方式・組合せは完了。

変更後、上記が表示されたら完了です

ペースト



タイムテーブル・運営用タイムテーブル作成

メインメニュー　→　タイムテーブル作成

①コート数　→　開始時間・試合感覚　→　お任せ



ＴＴファイル自動作成　→　開く　

回数の多い種目から流し込み(自動)　→　変更可能

注　リーグ・トーナメント方式にすると各２回でも全対戦出力される

各２回の試合がない場合は削除する



直接対決を想定される場合は空白を入れる

メインメニュー　→　対戦者名入りタイムテーブル作成



運営用ＴＴファイル自動作成　→　開く　

Excelファイルなので修正・追加可能

対戦結果入力でタイムテーブルを選択　→　結果入力可能

注　対戦を入れ替える・なくす場合、ＴＴファイルをフォルダから削除すること。



結果入力・表示とデータ保存

メインメニュー　→　オプション

リーグ戦順位表示　→　仮順位表示☑



メインメニュー　→　対戦結果入力・表示　→　種目選択

タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
な
し

ブロック選択　→　右上の番号をクリック(左下は自動で反映)　→　入力へ



タイムテーブル使用　→　選択

タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
あ
り

試合番号を選択　→　入力へ



ゲームで勝ちを選択　→　勝敗が決まるまで

１５、２１打ち切りの場合　→　ポイントシステム　１５または２１点打ち切りにする

棄権の場合　→　棄権欄から選択

例　選択完了



大会運営の選出方法を確認　→　直接対決で決定の場合　

下図のように順位を入れ替える

上図のように４人リーグで２勝が２人になった場合

順位枠を選択して下の順位を選択する



上図のように４人リーグで１勝１敗が４人になった場合

大会運営の選出方法を確認　→　ゲーム率の高い選手が進出　

下図のように順位を入れ替える

順位枠を選択して下の順位を選択する



決勝トーナメント進出確認　→　審判用紙印刷

予選リーグと同様に結果を入力する

決勝トーナメント進出確認　→　種目選択



審判用紙印刷管理

メインメニュー　→　審判用紙印刷管理

対戦可能分印刷　→　プリンター選択　→　全種目印刷となる(対戦可能分)　

注　自動審判設定　☑を外す

ポイントシステム表示　☑を入れる



例　スコアシート対戦可能分印刷　

注　全ての種目が印刷されるのでＰＤＦに印刷をお勧めします

白紙を印刷　直接対決等にお使い下さい

白紙を印刷(次ページ)　単に☑を入れる　



組み合わせ・結果印刷処理　レイアウト　→　設定後印刷実行

組み合わせ・結果印刷処理　レイアウト

メインメニュー　→　組合せ印刷



Ｌ　予選リーグ　Ｔ　決勝トーナメント　TOP　ベスト８　確認

例　領域分割　予選リーグ×８　→　横２、縦４に設定　→　上図の操作を行う

注　レイアウトの上段を少し空けておく(大会名・日付が入ります)　

クリック

したまま

はなす



例　配置対象　4年以下男子シングルスＬ８を選択　→　配置→

例　同様の操作を4年女子シングルスで行う　

注　4年女子シングルスはＬ１６なので自動で２頁になります

次ページ



印刷実行　→　印刷結果

各頁に印刷する固定文字　→　左右高さで調整

注　調整　大会名が長いとかぶるので日付　上を９→１３



賞状印刷

データの移行　→　各地区データを確認

ローカルデイスク(Ｃ)ドライブ　または大会運営を保存場所確認

注　セットアップ時の保存場所



メインメニュー　→　賞状印刷

主な地区のファイルをコピペ　例　賞状(松下)・五位・北國新聞Ａ３



賞状印刷　→　賞状名選択

賞状名選択　→　入賞者手動設定　→　手動



順位　→　順位設定

ピンクハイライト　→　印刷可能　→　印刷



先頭にアスタリスクがある場合、印刷されません

例　印刷結果

大会賞状に合わせて送ります

４月１日以降



北國新聞社の賞状も同様に選択

例　印刷結果



結果報告

メインメニュー　→　各種出力・印刷

全順位出力　→　自動ファイル生成　→　必要なファイルのみ保存



大会フォルダに保存　→　必要なファイル(入賞者・Best8)

入賞者ファイル　→　シート１Ａ(ふりがな、名前、所属)　印刷



組み合わせ・結果印刷処理　→　印刷実行　(レイアウト参照)

メインメニュー　→　組合せ印刷



全ての作業においてデータ保存はこまめに行ってください

マニュアルの更新も行っております、不具合がありましたらご連絡下さい

大会結果報告　→　Best8確認　→　北國杯順位に連動


